
資料．VENUS質指標における問題事象発生の定義 

 

 

ドメイン１．尊厳の追求 
 

 
 

アウトカム項目：1-2）孤独感の最小化 

定義：過去 30日間において、孤独感や寂しさの表現があった 

過去 30 日間に、利用者は孤独感や寂しさを表現しましたかに対し、 

「２．常に表現している」「３．わからない」のいずれかに回答した 

 

アウトカム項目：2）希望する生き方の実現 

定義：希望する生き方が実現できていない 

利用者は、今の状況において可能な範囲で、自分の希望する生き方を実現できていると思われ

ますかに対し、 

「２．全くできていない」「３．わからない」のいずれかに回答した 

  

アウトカム項目：1-1）社会的交流の確保 

定義：過去 30日間において、社会活動ができていなかった、 
または人間関係に悩みがあった 

過去 30 日間の利用者の社会的交流はどのような状況でしたかに対し、 

「関心ある活動への参加」「家族や友人の訪問」「家族や友人とのその他の交流」の全

てで「１．なかった」「２．わからない」に回答した、または「家族や友人との葛藤や

怒り」「一部の家族や近い知り合いに対する恐れ」「ネグレクト、粗末に扱われる、虐

待される」のいずれかで「０．あった」「２．わからない」に回答した 
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アウトカム項目：3）希望するケアの実現 

定義：定期的に話し合い、共有していない 

利用者が受けたいケア・支援（アドバンス・ケア・プランニング含む）について、定期的に話

し合い、周りの人（家族・医療・介護専門職を含む）と共有していますかに対し、 

「１．話し合いはしているが、共有していない」「２．話し合いはしていない」「３．わか

らない」のいずれかに回答した 

 

アウトカム項目：4）活動制限の撤廃 

定義：過去 30日間において、身体拘束があった 

利用者は、過去 30 日間に、療養の場において身体抑制を受けましたか（四肢の抑制、ベッド

の 4 点柵、車いすのテーブル等）に対し、 

「１．はい」「２．わからない」のいずれかに回答した 
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ドメイン２．苦痛の最小化 
アウトカム項目：5-1）疾患悪化予防 

定義：過去 30日間に新たな疾患の発生、または既往疾患の再発・再燃があった 

過去 30 日間に、利用者に新たな疾患が発生したり、既往疾患が再発・再燃しましたかに対し、 

「１．はい」「２．わからない」のいずれかに回答した 

 

アウトカム項目：5-2）疾患悪化予防 

定義：過去 1 年間に入院があった 

過去 1 年間に何回入院しましたかに対し、 

「１回以上」と回答した 

 

アウトカム項目：6）尿路感染症予防 

定義：過去 30日間に尿路感染症を有していた 

利用者は、過去 30 日間のどこかで、尿路感染症（UTI）を有していましたかに対し、 

「１．診断があり、治療を受けている」「２．診断があり、経過観察されているが、治療は

受けていない」「３．わからない」のいずれかに回答した 

  



資料．VENUS質指標における問題事象発生の定義 

 

アウトカム項目：7）呼吸器感染症予防 

定義：過去 30日間に肺炎を有していた 

利用者は、過去 30 日間のどこかで、肺炎を有していましたかに対し、 

「１．診断があり、治療を受けている」「２．診断があり、経過観察されているが、治

療は受けていない」「３．わからない」のいずれかに回答した 

 

アウトカム項目：8）褥瘡予防 

定義：過去 30日間に褥瘡またはスキンテアを有していた 

１）利用者は、過去 30 日間のどこかで、褥瘡を有していましたかに対し、 

「 1．持続した発赤部分がある」「２．皮膚層の部分的喪失」「３．皮膚の深いくぼみ」

「４．筋層や骨の露出」「５．判定不能」「６．わからない」のいずれかに回答した、また

は 

２）利用者は、過去 30 日間のどこかで、皮膚の裂傷や切り傷（手術創以外）（スキンテア）を

有していましたかに対し、 

「１．はい」「２．わからない」のいずれかに回答した 

 

アウトカム項目：9）呼吸困難への対処 

定義：過去 30日間に呼吸困難感のコントロール不良があった 

利用者は、過去 30 日間に呼吸困難感をコントロールできていましたかに対し、 

「３．コントロールは効くが、常に実施できていない」「４．コントロールを行なっている

が、十分に効いていない」「５．呼吸困難がある時のコントロール方法はないか、効いてい

ない」「６．コントロールできているかわからない」のいずれかに回答した 
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アウトカム項目：10）疼痛への対処 

定義：過去 30日間に疼痛のコントロール不良があった 

利用者の痛みは、過去 30 日間にどの程度コントロールできていましたかに対し、 

「３．コントロールは効くが、常に実施できていない」「４．コントロールを行なっている

が、十分に効いていない」「５．疼痛がある時のコントロール方法はないか、効いていな

い」「６．コントロールできているかわからない」のいずれかに回答した 

 
ドメイン 3．食生活の維持 
アウトカム項目：11）栄養状態の保持 

定義：過去 30日間において、5%以上の体重減少または痩せてきたと感じる 

利用者の状態は、以下のいずれかに当てはまりますか；過去 30 日間に 5％以上の体重減少が

あった 、本人もしくは周囲の人から見て、30 日前に比べてやせてきたと感じるに対し、 

「１．はい」「２．わからない」のいずれかに回答した 

 

アウトカム項目：12）脱水の予防 

定義：過去 30日間に脱水を有していた 

利用者は、過去 30 日間のどこかで、脱水を有していましたかに対し、 

「１．診断があり、治療を受けている」「２．診断があり、経過観察されているが、治療は

受けていない」「３．わからない」のいずれかに回答した 
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ドメイン 4．排泄活動の維持 
アウトカム項目：13）栄養状態の保持 

定義：過去 30日間に排泄の問題が生じていた 

１）利用者の過去１週間に排便はありましたかに対し、 

「２．排便が週３回未満または排便困難がある」「３．わからない」のいずれかに回答した 

 

または 

２）利用者の過去１週間に下痢はありましたかに対し、 

「１．あり」「２．わからない」のいずれかに回答した 

 
ドメイン 5．身体活動の維持 
アウトカム項目：14）転倒転落による外傷の予防 

定義：外傷を伴う転倒転落があった 

転倒転落はありましたかに対し、 

「２． 外傷を伴う転倒転落あり」に回答した ※初回調査では過去６カ月間、1, 3, 6, 12 カ

月後調査では前回調査から今回調査における転倒転落を問うた 
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アウトカム項目：15）日常的な活動の維持 

定義：前回調査（１年前）から現在までに ADL の悪化があった 

過去１週間における利用者の日常的な活動のスコア（「入浴：1,2,3,4,5,6」+「移動：

1,2,3,4,5,6」+「トイレ使用：1,2,3,4,5,6」）が前回調査から現在までに１点以上減少してい

る、または現在において、「入浴」「移動」「トイレ使用」のいずれかで「８．わからない」

と回答した 

※前回調査から現在までに、日常的な活動のスコア３項目（入浴・移動・トイレの使用）

のすべてで１－６と回答した、または現在の日常的な活動のスコア３項目（入浴・移動・

トイレの使用）のうち１項目以上で「８．わからない」と回答したケースを対象とした 

 

アウトカム項目：16）寝床以外での活動の維持 

定義：過去１週間において、寝床以外での活動がない（寝たきり） 

過去１週間において、利用者から身体を離した時間/日を回答してください（他動、寝床で座

る動作等も含む）に対し、 

「０．なし（寝たきり）」もしくは「６．わからない」のいずれかに回答した 
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ドメイン 6．睡眠の確保 
アウトカム項目：17）生活に支障ない睡眠の確保 

定義：過去 30日間において、生活に支障ない睡眠が確保できていなかった 

過去 30 日間に、睡眠の障害により利用者の生活に支障が出ていましたかに対し、 

「１．ややある」「２．とてもある」「３．わからない」のいずれかに回答した 

 
ドメイン 7．認知機能低下による生活障がいの最小化 
アウトカム項目：18）認知機能低下による生活障がいの最小化 

定義：過去 30日間において、認知機能低下による生活障がいがあった 

過去 30 日間に、認知機能低下の有無にかかわらず、焦燥感や不安、意欲の低下がなく穏やか

に過ごせましたかに対し、 

「１．あまり穏やかに過ごせていなかった」「２．全く穏やかに過ごせていなかった」

「３．わからない」のいずれかに回答した 

 
ドメイン 8．家族のウェルビーイングの追求 
アウトカム項目：19）家族のウェルビーイングの追求 

定義：過去 30日間において、家族が穏やかに過ごせていなかった 

１）過去 30 日間に、家族は無理なく穏やかに過ごせましたかに対し、 

「１． いいえ」に回答した、かつ 

２）過去 30 日間に、家族は介護のために疲れ切っていましたかに対し、 

「１．はい」に回答した 

 


